
鹿児島大学
2021年度 奄美群島 島めぐり講演会

第13回 奄美大島 住用町

ちょっと怖いが実は面白い寄生虫の話：海や川にはどんな寄生虫
が暮らすのか？
寄生虫という言葉を聞いたとき、あなたは何を思うでしょうか。怖い、危ない、
気持ち悪い、触りたくない。おそらく、多くの人はポジティブな感情を抱かない
でしょう。でも、ちょっと気になるそこのあなた。怖いもの見たさでも良いんです。
表立って口にはしないけど、実は興味あるよという人は、結構いるのではない
でしょうか。寄生虫って、実はとてもユニークで面白い生きものなんだというお
話を、海や川に暮らす寄生虫たちの簡単な紹介とともにお伝えします。

日時：2021年9月4日(土) 14:00～16:30
オンライン（Zoom）開催

主催：鹿児島大学国際島嶼教育研究センター・文部科学省特別経費プロジェクト
「世界自然遺産候補地･奄美群島におけるグローカル教育研究拠点形成」

共催：奄美群島広域事務組合
後援：奄美市

鹿児島大学国際島嶼教育研究センター奄美分室
0997-69-4852
amamist@cpi.kagoshima-u.ac.jp

お問い合わせ
お申し込み

Googleフォームで
かんたん申込み

上野大輔（理学部）

奄美群島の魚たち
近年、鹿児島大学総合研究博物館の研究チームが中心となり、
奄美群島の魚類相解明に向けた大規模な調査・研究が進められ
ています。奄美群島全域には2,000種を超える魚類が生息すると
推定され、これは日本産魚類の半数に相当するが分かってきました。
本講演では、フィールド調査の様子を踏まえながら、奄美群島の各
島嶼の魚類相の特徴や固有種、近年記録された珍しい魚を紹介
します。

本村浩之（総合研究博物館）

要事前登録
8月28日まで

オンライン式（Zoom開催のみ）
各自のネット接続環境から

パソコンやスマホで参加！
※通信費は参加者負担です。
※視聴方法は、参加登録後にメールでお知らせします。

参加
方法
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